
就労支援機関におけるアセスメント

に関する調査

－ 職 業 準 備 性 に 関 す る ア セ ス メ ン ト の 現 状 に つ い て －
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本発表のポイント

■ 当 セ ン タ ー が 開 発 し た 職 業 準 備 性 に 関 す る チ ェ ッ

ク リ ス ト に つ い て 、 認 知 度 と 実 施 状 況 の 乖 離 を

把 握 で き た 。 こ の 原 因 と し て 、 当 該 チ ェ ッ ク リ ス ト

を 参 考 に 各 支 援 機 関 が 独 自 に リ ス ト を 作 成 し 、

ア セ ス メ ン ト で 使 っ て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。

■ ア セ ス メ ン ト ツ ー ル の 開 発 に 際 し て は 、 障 害 特 性

な ど の 対 象 者 の 状 況 を 考 慮 し て 提 示 さ れ た 評 価

項 目 の う ち 、 ど の 項 目 を 選 定 し て 評 価 を 行 う か 、

そ の 考 え 方 を マ ニ ュ ア ル に 示 す 必 要 が あ る 。 2
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研究の背景

■ 障 害 者 の 就 労 へ の 移 行 に あ た っ て は 、 移 行 前 の

相 談 支 援 に お い て 障 害 者 本 人 の 現 状 に 適 し た

就 労 の 場 や 必 要 な 支 援 サ ー ビ ス を 相 談 す る た め

の ア セ ス メ ン ト が 必 要

■ 「 就 労 移 行 支 援 の た め の チ ェ ッ ク リ ス ト 」 が あ る が 、

開 発 さ れ て か ら 1 0 年 以 上 が 経 過 し て お り 、 現 状

を 踏 ま え た 評 価 ツ ー ル の 開 発 が 必 要
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就労移行支援のためのチェックリスト

■ 就 労 移 行 支 援 事 業 者

が 、 個 別 支 援 計 画 を

作 成 し 、 支 援 を 進 め る

中 で 使 用

■ 就 労 移 行 の 可 能 性 の

高 低 を 評 価 す る も の

で は な く 、 支 援 す べ き

事 項 を 明 ら か に す る

た め の ツ ー ル
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調査の目的

ツール開発の参考にするため 、既存のチェック

リストの項目について以下 を把握

■ 基本的にどの対象者にも評価が実施 され

ているのはどの項目 か?

■ 評価が難しいと考えられているの は

どの項目か?
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調査方法

【 郵 便 に よ る 調 査 票 の 発 送 ・ 回 収 】 R ３ . 1 月 ～ 2 月

■ 障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン タ ー 3 3 5 所

■ 就 労 移 行 支 援 事 業 所 3 , 0 0 0 所

【 電 子 メ ー ル に よ る 電 子 調 査 票 の 発 送 ・ 回 収 】

■ 地 域 障 害 者 職 業 セ ン タ ー 5 2 所

【 調 査 対 象 機 関 に よ る 回 答 者 の 選 定 】

■ 障 害 者 の 就 労 支 援 の 経 験 が 豊 富 な 人
6

第 2 9 回 職 業 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 ・ 実 践 発 表 会



回収数（率）

1 , 3 7 ３ 所 （ 4 0 . 5 ％ ）

※  総 回 答 者 数 は 1 , 3 8 2 人 。 以 下 の 分 析 は 回 答 者 単 位 。
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回答者の就労支援の経験年数

平均値 99.0 （月）

（8 年 3 か月）

中央値 82.0 （月）

(6 年 10 か月)

最小値 ４ か月

最大値 36 年
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アセスメントに使用する方法やツール
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(%)

認知率： 71.0 ％

認知率： ６８.5 ％

実施率： ４９.8 ％

実施率： ４７.３ ％

実施率： ７0.7 ％



既存のチェックリストの評価項目の
評価状況の把握

① ア セ ス メ ン ト の 実 施 状 況 を 回 答 す る 障 害 種 類

（ 身 体 障 害 、 知 的 障 害 、 精 神 障 害 、 発 達 障 害 、

高 次 脳 機 能 障 害 、 難 病 者 、 そ の 他 ） を 1 つ 選 択

② ① で 選 ん だ 障 害 種 類 の 利 用 者 の 支 援 を 考 え る 際

の ア セ ス メ ン ト に つ い て 、 7 8 の 評 価 項 目 に つ い て

評 価 の 状 況 を 下 記 か ら 選 択

□ 基 本 的 に ( ど の よ う な 利 用 者 で も ) 評 価 す る

□ （ 評 価 す る か ど う か は ） 利 用 者 に よ る

□ ほ と ん ど 評 価 し な い 9
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既存のチェックリストの評価項目の例

■ ミ ス な く 正 確 に 作 業 で き る ■ 作 業 環 境 の 変 化 に 対 応 で き る
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作業力 （30項目）

■ 社 会 に 出 て 働 く 意 欲 が あ る

仕事への態度 （８項目）

■ 職 場 の 規 則 を 守 る ■ 医 師 の 指 示 ど お り に 服 薬 し て い る

職業生活 （25項目）

■ 注 意 さ れ て も 感 情 的 に 反 発 し た り 、 ふ て く さ れ る こ と は な い

対人関係 （15項目）
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どの障害種類について回答したか？
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評価項目や利用者の障害種類による
評価の実施状況の違い

■ ミ ス な く 正 確 に 作 業 で き る 等
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「基本的に評価」の選択率が全障害種類について50 (80) ％以上 ： 49 (16) 項目

「基本的に評価」 or 「利用者による」の選択率が全障害種類について50％未満： 1項目

■ 用 件 を 伝 え る の に 電 話 、 メ ー ル 、 F A X を 利 用 で き る

「利用者による」の選択率が全障害種類について50％以上： 1項目

■ 作 業 工 程 や 製 品 の 流 通 が 理 解 で き て い る

「基本的に評価」 or 「利用者による」の選択率が50％以上の障害種類が一部存在： 27項目

■ 計 画 的 に 有 給 休 暇 を 取 得 で き る 等
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考察

■ 当 セ ン タ ー が 開 発 し た チ ェ ッ ク リ ス ト に つ い て 、

認 知 度 と 実 施 状 況 の 間 の ず れ を 把 握 で き た 。

こ の 原 因 と し て 、 当 該 チ ェ ッ ク リ ス ト を 参 考 に し て

各 支 援 機 関 が 独 自 に リ ス ト を 作 成 し 、 ア セ ス メ ン ト

で 使 っ て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。

■ ア セ ス メ ン ト ツ ー ル の 開 発 に 際 し て は 、 障 害 特 性

な ど の 対 象 者 の 状 況 を 考 慮 し て 提 示 さ れ た 評 価

項 目 の う ち 、 ど の 項 目 を 選 定 し て 評 価 を 行 う か 、

そ の 考 え 方 を マ ニ ュ ア ル に 示 す 必 要 が あ る 。
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